
お金お金 「必要最小限」が省エネの本質
「大は小を兼ねる」ということわざは、省エネには当てはまりません。
「必要な時に」、「必要な場所で」、「必要な量」だけエネルギーを使うのが
省エネの本質です。現状を見極め、最適化を図りましょう。

省エネ診断をきっかけに従業員から多くのアイデアが出てきました。LEDの調光
制御もその一つ。当初は間引きでの対応を計画していましたが、照度にムラが生じ
たため調光機能を追加し、必要十分な照度に調整すると、約７０％の省エネ効果
がありました。（投資回収年数：２年以内）

事例① LED照明の調光制御で照度最適化

間引き状態
（照度90～680 lx）

調光制御30%
（照度250 lx）

【調光制御の省エネ効果】
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間引き点灯 49％削減49％削減

70％削減70％削減

照度にムラが生じ、歩くのが危ない 調光制御でムラを解消

丸紅リアルエステートマネジメント株式会社
大通バスセンタービル 様 （北海道札幌市）
1960年設立。オフィス、商業施設
など様々なタイプの建物や施設
の運営管理を行っている（取扱
件数約370件）。大通バスセンター
ビルは、さっぽろテレビ塔に近接
した1975年竣工の歴史ある
事務所ビル。延床面積24,401㎡
（１号館、２号館合計）

上記以外にも、ロードヒーティングや空調設備の運用見直し等
を行い、ビル全体では、2018年度から５年間で電気使用量を
約２割、ガス使用量を約４割削減でき、25%のCO2排出量
削減が達成できました（年間約1,500万円のコスト削減）。

アイデア 空気熱の利用で蒸気レス
カーボンニュートラルの実現に向けては、温室効果ガスの中で地球温暖化に影響を
与えるCO2排出量の削減が特に重要です。エアコン暖房と同じ原理※を使うと、
工場の80℃以下の加熱工程も空気熱を利用して加熱することが可能です。
※この原理はヒートポンプといい、エアコンの他、冷蔵庫、乾燥機などに使われています。

ボイラの老朽化を機に、部品洗浄等の薬液加温工程を、ボイラの蒸気加温から、空
気熱源ヒートポンプによる加温に転換。原油換算で約２割のエネルギー使用量削
減、約４割のCO２排出量削減を達成しました。また、空気熱源ヒートポンプを屋内に
設置することで、冷風を空調負荷低減に活かせました。

事例② 産業用ヒートポンプによる脱蒸気ボイラ
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（1工程あたりの熱流）

（加工温度） 枇杷島製作所における熱使用マップ

約80℃
ヒートポンプ
適用上限温度

：電気アーク
：誘導加熱（IH）
：可燃ガス
：蒸気（ボイラ）
：冷却塔

<熱源種類>

各種冷却

焼きばめ焼きばめ 乾燥
（塗装焼付）

部品洗浄

表面処理
（焼入れ・焼戻し）

溶接
ろう付け

各種冷却

乾燥
（塗装焼付）

部品洗浄

表面処理
（焼入れ・焼戻し）

溶接
ろう付け

空気熱源ヒートポンプ導入例

【表面処理工程】 夏季は冷風を
屋内に送風

排熱利用
（冷風）循環加温

75℃高温水
の供給

表面処理：70℃±5℃
部品洗浄：55℃±5℃

クッション
タンク

乾燥
（水分除去）
乾燥
（水分除去）

※ここが
　工夫点

表面処理（化成）表面処理（化成）

循環加温
ヒートポンプ
（6台）

※ヒートポンプの適用を可能とするため、上限温度を超えた
表面処理（化成）工程では、薬液を変更し、処理温度の低減
（90℃→70℃）を実施しました。

三菱重工サーマルシステムズ株式会社 
枇杷島製作所 様 （愛知県清須市）
枇杷島製作所は1962年に冷凍
空調機工場として操業を開始
し、現在はヒートポンプ製品・
輸送用冷凍機・カーエアコンなど
を生産。
従業員約600名（協力会社
含むと1,500名）、第一種エネ
ルギー管理指定工場。

※丸紅リアルエステートマネジメント様の省エネ活動の詳細は「省エネ事例集2023年度」
でご紹介しています。 43
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